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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼがん遺伝子ファミリーのメンバーです。細胞増殖の制御に関与する膜結合型チロシンキナーゼをコードしています。このタンパク質はホスファチジルイノシトール3キナーゼのp85サブユニットと会合し、fyn結合タンパク質と相互作用します。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが存在します。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,補因子：マンガン。,酵素制御：白血球共通抗原によるTyr-531のリン酸化によって阻害され、この部位の脱リン酸化によって活性化されます。,機能：細胞増殖の制御に関与します。細胞内カルシウム濃度の調節に関与し、アイソフォーム 2 はアイソフォーム 1 と比較して細胞質カルシウムを動員する能力が高い。脳の発達と成熟した脳機能に必要であり、軸索の成長、軸索の誘導、および神経突起の伸展の調節に重要な役割を果たす。NTN1 による軸索の伸展と誘引を、その受容体 DDC をリン酸化することによって阻害する。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyr タンパク質キナーゼファミリー。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyr タンパク質キナーゼファミリー。SRC サブファミリー。,類似性:1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,類似性:1 つの SH3 ドメインを含みます。,細胞内位置:脂質ラフトに存在し、活性である。細胞体および成熟・発達中のオリゴデンドロサイトに存在する。,サブユニット：SH3ドメインを介して、ホスファチジルイノシトール3キナーゼのp85サブユニットと会合する。FYN結合タンパク質（FYB）と相互作用する。リン酸化TOM1L1と相互作用する。B細胞抗原受容体の活性化時にCD79Aと相互作用し、FYN活性を上昇させる（相同性による）。PAG1と相互作用する。（SH3ドメインを介して）PRMT8と相互作用する。SH2D1AおよびSLAMF1と相互作用する。（SH3ドメインを介して）HEV ORF3タンパク質と相互作用する。,組織特異性：アイソフォーム1は脳で高発現し、アイソフォーム2は造血系細胞、特にTリンパ球で発現する。,
	研究分野
	軸索誘導、接着斑、接着結合、ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害、T 細胞受容体、Fc イプシロン RI、プリオン病、病原性大腸菌感染症、ウイルス性心筋炎。
	画像データ
	

	MCF-7細胞および293細胞のライセートをFyn抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Fyn 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：2000希釈のFynポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：2000希釈のFynポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

